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３．協議事項

（１） 前回までの議論内容



① 駅周辺のまちづくり構想案

ア．まちづくりの方向性

魚津駅周辺には、飲食施設・宿泊施設・公的施設・文教施設などが集まって
おり、賑わいにつながる多くの要素を有している。
魚津駅と新魚津駅を合わせて１日に５千人を超える人が行き来しており、駅の
賑わいが周辺地域の賑わいにつながるような駅および駅前広場の構造を目指
す。
歩行者の動線を重視してできるだけ段差のない構造として、高齢者等にやさし
いまちづくりを目指す。
また、多くの高校生が行き交う駅でもあり、若者が集えるような場所を生み出す
ことによって賑わいにつなげることを目指す。
飲食街として夜にも賑わうエリアもあり、歩行者が安心・安全に歩くことができる
まちとすることによってさらなる活性化を図る。



（１）駅周辺のまちづくり構想案
【ゾーンニング】



② 両駅整備各案





② 両駅整備各案

コストの高い案は財政面で現実的とは言えず、コストを抑えた案には安全面や実
現可能性に課題がある等、各案を絞り込むまでには至らなかった。

案 意見

１ 両駅橋上化 費用対効果が小さく、財政面での課題あり

２ 跨線橋延伸 同上

３ 新魚津駅フラット 費用対効果は大きいが、安全面での実現可能性に課題あり

４ フルフラット 同上

５ 自由通路 案１に加え、現地下道との使い分けに課題あり

６ 従来計画
費用対効果が小さい等から見直しに至ったが、上記各案と比較すると良い
との意見もあり



【まとめ】
「駅舎の整備」が「賑わい創出」に繋がるビジョンが見えてこないことから、駅舎より
も周辺の充実に力を注いで欲しい等、駅周辺のまちづくりから取り組む事に言及す
る新たな意見もあった。

駅舎を中心としたまちづくり基本構想から、駅周辺を中心としたまちづくり基本構
想へと考え方を転換し、時系列をもって計画を整理する。

また、市全体のにぎわいについては、平成30年度から策定を進めている立地適
正化計画において、魚津市の将来を描きながら、戦略を立てて、まちづくりを検討し
ている。
駅舎を視点としたにぎわいづくりから、駅周辺を視点とした具体的な施策を検討し、
市全体のにぎわいを図る戦略の一つとして、駅周辺のまちづくり基本構想を策定す
ることを検討する。

立地適正化計画

まちづくり基本構想

駅 駅

駅整備をきっかけとして周辺へにぎわいが波及 駅周辺を活性化させ駅を中心としてにぎわいを寄せる

【当初案】 【協議会意見を踏まえて】


